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CMYK  2010.09.01  県立看護大学大学院“島嶼看護の海へ沖縄から漕ぎ出す”A4  G5-3

組織的な大学院教育改革推進プログラム  平成20年度  文部科学省採択組織的な大学院教育改革推進プログラム  平成20年度  文部科学省採択

沖縄県立看護大学・大学院主催 国際シンポジウム

“島嶼看護の海へ　　　　　　“島嶼看護の海へ　　　　　　
　　　　　沖縄から漕ぎ出す”
“島嶼看護の海へ　　　　　　
　　　　　沖縄から漕ぎ出す”
日 時：2010年10月30日(土) 午後１時～午後6時30分
場 所：沖縄県立看護大学 大講義室（４階）

■大学院「島嶼看護の高度実践指導者の育成（平成■大学院「島嶼看護の高度実践指導者の育成（平成2020年度～年度～2222年度）」の実際年度）」の実際
　神里みどり（沖縄県立看護大学教授・大学院　神里みどり（沖縄県立看護大学教授・大学院GPGP取組担当代表者）取組担当代表者）

■基調講演「島嶼看護高度実践指導者の育成と将来への展望」■基調講演「島嶼看護高度実践指導者の育成と将来への展望」
　野口美和子（沖縄県立看護大学学長）　野口美和子（沖縄県立看護大学学長）

■シンポジウムテーマ『島嶼看護の教育・実践の現状と課題』■シンポジウムテーマ『島嶼看護の教育・実践の現状と課題』

■大学院「島嶼看護の高度実践指導者の育成（平成20年度～22年度）」の実際
　神里みどり（沖縄県立看護大学教授・大学院GP取組担当代表者）

■基調講演「島嶼看護高度実践指導者の育成と将来への展望」
　野口美和子（沖縄県立看護大学学長）

■シンポジウムテーマ『島嶼看護の教育・実践の現状と課題』

■自由集会（シンポジストを交えてのフリーディスカッション）■自由集会（シンポジストを交えてのフリーディスカッション）■自由集会■■自由集会（シンポジストを交えてのフリーディスカッション）（シンポジストを交えてのフリーディスカッション）

　
「太平洋島嶼地域における看護職リーダーの育成」「太平洋島嶼地域における看護職リーダーの育成」
　
「テニアン島における健康問題と看護職の役割」「テニアン島における健康問題と看護職の役割」
　
「リモートヘルスへの新たなる挑戦」「リモートヘルスへの新たなる挑戦」
　
「地域をベースにした日本の島嶼看護に見る高度な実践と課題」「地域をベースにした日本の島嶼看護に見る高度な実践と課題」

Sally Y. Tsuda （グアム大学名誉教授）
「太平洋島嶼地域における看護職リーダーの育成」
Arley G. Long （テニアンヘルスセンター　ナースプラクティショナー）
「テニアン島における健康問題と看護職の役割」
Isabelle Ellis （豪州ラトローブ大学看護学部長・教授）
「リモートヘルスへの新たなる挑戦」
石垣和子 （千葉県立保健医療大学健康科学部学部長・教授）
「地域をベースにした日本の島嶼看護に見る高度な実践と課題」

【お問い合せ】 【アクセスマップ】

沖縄県立看護大学大学院　学務課
〒902-0076　那覇市与儀1－24－1
TEL:098(833)8800  FAX:098(833)5133
E-mail:daigakuinjimu@okinawa-nurs.ac.jp
http://www.okinawa-nurs.ac.jp/gp/gp_top.html

参加費（通訳つき）：無料
ご来場の際はバス・タクシーをご利用下さい。

1.タクシー利用→（那覇空港～沖縄県立看護大学）所要時間　約30分
2.モノレールとバスの利用→モノレール（那覇空港～旭橋駅）
　　那覇空港より沖縄都市モノレール（ゆいレール）　　旭橋駅下車、所要時間11分（10分間

隔）　　旭橋駅から那覇バスターミナルまで徒歩3分
3.バス→（那覇バスターミナル～沖縄県立看護大学）
　　33.34.37.38.39.41.46.50.51.53.54.83.89番に乗車、所要時間13分（5～10分間

隔）与儀十字路下車、徒歩5分　　35.40.100.109番に乗車、県立看護大学前下車　所要
時間15分（15～20分間隔）


